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X02a 棒渦巻銀河の棒部における星形成の抑制
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渦巻銀河の腕部では、ダークレーンに分子ガスが存在しそこで星形成が起こっている。その結果、腕に沿って
HII領域が形成されている。しかし、棒渦巻銀河の棒部では顕著なダークレーンが見えているにも関わらず HII
領域が見られず、重い星の形成が見られない。棒部での星形成を抑制している原因は長年の謎となっている。最
近の高空間分解能シミュレーションによって、棒部では分子雲同士の相対速度が大きく、衝突のタイムスケール
が短くてコアが十分成長しない為、重い星が形成されないという新しい描像が提出された。このシナリオを検証
するためには、棒部で星形成が見られず腕部では星形成が見られる棒渦巻銀河を対象に、棒部と腕部での分子雲
の相対速度を明らかにすることが必要である。
そこで、このような特徴を顕著に示すプロトタイプ的棒渦巻銀河 NGC1300(距離 20Mpc)の CO観測を野辺山

45mで行なった。観測は 2016年 1-2月 (補填観測を 4月)に行い、ビームサイズは 1.5 kpcに対応する。その結果、
棒部腕部共に CO輝線を検出することができた。これまでNGC1300の棒部での CO検出はなかったが、棒部に
もちゃんと分子ガスがあるということが明らかになった。ビーム内の分子ガスの質量は、いずれも ∼ 2× 108M⊙

であったが、速度幅は、棒部では 150 km s−1、腕部では 100 km s−1と棒部での方が大きかった。ビーム内での
速度場が反映されている可能性もあるが、この結果は棒部での分子ガス雲の相対速度が大きい可能性を示唆して
いると考えられる。今後はALMAによって個別の分子ガス雲を分解することによって、相対速度分布を明らかに
できればシナリオの当否が検証されると期待される。このような知見は、高赤方偏移における銀河内での星形成
を理解する上でも重要な鍵を与えることになるであろう。


